
　風船につけたメッセージを拾ってくださった方が学校を訪ねてくれました。
２０２０年１月２８日（火）

　１１月のバルーンリリースで飛ばしたメッセージを拾ってくださった方が学校を訪ねてくださいました。色鉛筆画家の越
野 周 さんです。児童代表の人たちとお話をしました。画家になられたいきさつをお聞きしたり、描いた絵を見せていただ
いたりしました。「どうやったら上手に絵がかけるのですか。」という質問に、「ようく観察することが大切。」と答えて
くださいました。これは、学習やスポーツにも言えることです。とても心に残るお話でした。風船が縁で思いがけない交流
が生まれました。


